
七
月
六
日
（
木

「
学
力
向
上
に
お
け
る
小
・
中

）

・
高
連
携
の
果
た
す
役
割
～
基
礎
学
力
を
高
め
る
た

め
の
“
わ
か
る
授
業
”
と
は
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
、
日
頃
行
っ
て
い
る
授
業
を
公
開
し
、
指
導
内

容
・
指
導
方
法
の
改
善
・
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

小
中
高
の
連
携
、
地
区
の
教
科
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、
小
中

高
の
先
生
方
が
約
百
二
十
名
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

国
語
な
ど
四
科
目
の
公
開
授
業
と
意
見
交
換
会
で

は
、
児
童
生
徒
の
多
く
の
実
態
な
ど
が
報
告
さ
れ
る

と
と
も
に
、
小
中
高
連
携
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
熱

心
な
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

七
月
十
日
（
月
）
午
後
～
十
一
日
（
火
）
に
、
ク

ラ
ス
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
員
参
加
で
、
お

互
い
に
競
い
協
力
し
合
い
、
学
級
・
学
校
全
体
の
和

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ど
の
競
技

も
熱
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
ク
ラ

ス
マ
ッ
チ
が
最
後
と
な
る
三
年
生
の
活
躍
が
目
立
ち

ま
し
た
。

種
目
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
サ
ッ
カ
ー
・
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
卓
球
の
六
種
目
。

ク
ラ
ス
単
位
で
炎
天
下
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
一
年
生
も
総
合
優
勝
し

ま
し
た
。

（
結
果
）
総
合
優
勝
＝
三
年
八
組
、
一
年
一
組

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
第
一
位
＝
二
年
四
組
（
男

、
三
年

）

三
組
（
女
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
第
一
位
＝
二
年

八
組
（
男

、
一
年
八
組
（
女
）

サ
ッ
カ
ー
第
一

）

位
＝
一
年
一
組
（
男

、
三
年
八
組
（
女
）

ソ
フ

）

ト
ボ
ー
ル
第
一
位
＝
三
年
一
組
（
男

、
三
年
二
組

）

（
女
）

卓
球
第
一
位
＝
三
年
二
組
（
男

、
三
年

）

四
組
Ａ
（
女
）

県

競
技
選
手
権
大
会
が
、
七
月
七
日
～

陸
上

九
日
に
行
わ
れ
、
女
子
８
０
０
ｍ
で
西
山
可
織
（
鹿

屋
東
中
出
身
）
が
４
位
に
入
賞
、
さ
ら
に
女
子
Ｊ
ｒ

３
０
０
０
ｍ
で
は
松
田
奈
々
（
第
一
鹿
屋
中
出
身
）

が
標
準
記
録
を
突
破
。
す
で
に
標
準
記
録
を
ク
リ
ア

し
て
い
た
男
子
走
高
跳
の
木
下
隼
輔
（
第
一
鹿
屋
中

出
身
）
と
合
わ
せ
て
三
名
が
九
州
選
手
権
大
会
へ
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
大
会
は
八
月
十
七
日
か

ら
の
三
日
間
、
佐
賀
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

部
は
、
七
月
十
五
日
～
十
六
日

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

佐
賀
で
行
わ
れ
た
九
州
大
会
に
出
場
し
、
団
体
戦
で

三
位
と
な
り
ま
し
た
。
八
月
六
日
～
八
日
の
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
（
大
阪
）
に
出
場
し
ま
す
。

部
は
、
七
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日
佐

ボ
ー
ト

賀
の
唐
津
で
行
わ
れ
た
国
体
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

で
、
長
屋
実
央
子
（
鹿
屋
中
出
身
）
が
少
年
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
カ
ル
で
惜
し
く
も
第
２
位
で
し
た
が
、
十

月
の
兵
庫
国
体
に
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、
八
月
二
日

か
ら
の
琵
琶
湖
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
も
出
場
し
ま

す
。書

道
部
は
現
在
一
年
生
六
名
、
二
年
生
八
名
、
三

年
生
八
名
の
合
計
二
十
二
名
で
活
動
中
で
す
。
昨
年

は
『
書
の
甲
子
園
』
と
呼
ば
れ
る
「
第
十
四
回
国
際

高
校
生
選
抜
書
展
」
に
お
い
て
全
国
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
個
人
賞
で
は
現
二
年
六
組
の
樋
高
雄

将
が
最
高
賞
の
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞

し
、
夢
の
実
現
に
向
け
て
部
員
の
心
が
一
つ
に

ま
と
ま
っ
た
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
顧
問
が
変
わ
り
、
新
し
い
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た

『
書
の
甲
子
園
二
連
覇
』
へ

。

向
け
て
、
毎
日
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
一
生
懸

命
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
又
、
新
た
に

毛
筆
・
硬
筆
書
写
検
定
へ
の
取
り
組
み
や
、
硬

筆
展
へ
の
出
品
、
他
の
書
道
展
へ
も
目
を
向
け

て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

去
る
七
月
十
七
日
（
月

、
我
が
鹿
屋
高
校

）

の
野
球
部
が
県
大
会
準
々
決
勝
に
お
い
て
、
加

治
木
工
業
高
校
に
五
対
一
で
勝
利
し
、
準
決
勝

・
決
勝
の
全
校
応
援
に
向
け
て
の
応
援
パ
ネ
ル

を
書
道
部
が
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
縦
八

十
セ
ン
チ
、
横
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
な
厚

紙
に
、
二
十
名
の
選
手
の
名
前
を
一
名
に
つ
き

三
枚
、
応
援
歌
の
題
名
十
曲
を
各
三
枚
ず
つ
、

全
部
で
九
十
枚
ぐ
ら
い
を
放
課
後
一
気
に
書
き

。

、

上
げ
ま
し
た

揮
毫
は
三
年
生
が
中
心
に
な
り

き

ご
う

一
・
二
年
生
は
準
備
を
し
た
り
書
い
た
も
の
を

並
べ
た
り
と
、
書
道
部
全
員
で
野
球
部
甲
子
園

へ
の
夢
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
色
々
な
形
で
鹿
屋
高
校
書
道
部
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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九
州
大
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・
全
国
大
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へ

１
学
期
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

部
活
動
紹
介

☆
書
道
部

公

開

授

業

及
び

小
中
高
連
携
意
見
交
換
会

”炎天下の好試合”

”クラスの団結深まる”



六
月
二
十
八
日
（
水
）
に

「
魅
力
あ
る
学
校
づ

、

く
り
と
本
校
生
に
求
め
ら
れ
る
資
質
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
第
一
回
の
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
評
議
員
に
、
校
長
か
ら
次
の
四
名
の
方
々
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

青
山

三
郎
氏
（
本
校
同
窓
会
長
）

福
留

義
之
氏
（
元
公
立
高
校
長
）

松
浦

繁
子
氏
（
街
お
こ
し
実
行
委
員
）

立
石

望
氏
（
鹿
屋
東
中
学
校
長
）

会
議
は
、
本
校
の
教
育
活
動
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
本
校
職
員
と
評
議
員
の

方
々
と
の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
評
議
員
か

ら
は
問
題
点
を
踏
ま
え
た
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
回
は
、
本

校
の
実
態
を
知

っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
会
議
で

し
た
が
、
次
回

は
、
評
議
員
の

方
々
か
ら
具
体

的
な
提
言
を
い

た
だ
く
予
定
で

す
。

五
月
二
十
七
日
（
土

、
本
校
演
劇
部
Ｏ
Ｂ
が
来

）

校
さ
れ
ま
し
た
。
五
十
五
年
前
演
劇
部
を
創
設
さ
れ

た
Ｏ
Ｂ
の
方
々
で
す
。
演
劇
部
の
記
念
誌
発
行
を
機

に
、
学
舎
に
集
ま
り
後
輩
た
ち
に
会
っ
て
み
た
い
と

い
う
こ
と
で
の
来
校
で
し
た
。
当
日
は
そ
の
記
念
誌

を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
来
校
さ
れ
た
十
一
名

の
方
々
と
現
在
の
演
劇
部
の
生
徒
た
ち
と
話
を
す
る

時
間
を
設
け
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
演
劇
部
は
三
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
演

劇
に
ル
ー
ル
は
な
く
何
人
で
演
じ
て
も
い
い
の
で
す

が
、
演
じ
る
ら
れ
る
作
品
に
も
制
限
が
あ
り
、
も
う

少
し
部
員
が
い
た
ら
…
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
創
設

当
時
は
三
十
名
ほ
ど
で
活
動
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
、
役
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
照
明
・
音
響
・

舞
台
・
大
道
具
な
ど
裏
方
に
い
た
る
ま
で
ス
タ
ッ
フ

が
充
分
揃
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
た
だ
人

数
が
多
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
演
劇
に
か

け
る
情
熱
が
並
々
な
ら
ぬ
も
の
だ
っ
た
ん
だ
と
い
う

こ
と
は
お
話
を
伺
っ
て
い
て
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。ま

た
、
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
演
劇
に
携
わ
る
仕

事
に
就
い
た
方
が
数
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

生
徒
が
感
銘
を
受
け
て
い
た
の
は
、
仕
事
と
し
て
の

演
劇
で
な
く
、
部
活
動
と
し
て
の
演
劇
は
す
ば
ら
し

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
勉
強
な
ど
い
ろ
ん
な
制
約

も
あ
る
な
か
で
の
部
活
動
は
と
に
か
く
楽
し
か
っ
た

と
い
い
ま
す
。
そ
う
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
今
回
の
よ
う
な
記
念
誌
発
行
・
母
校
訪
問
と
い

う
運
び
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

、

（

）
）

茶
道
同
好
会
の
三
年
生
三
名
が

七
月
十
六

土

日
に
開
催
さ
れ
た
鹿
児
島
市
の
宝
山
ホ
ー
ル
で
の
第

二
十
四
回
学
生
合
同
お
茶
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
毎

週
木
曜
日
に
お
稽
古
を
し
て
い
ま
す
が
、
落
ち
着
い

て
「
立
礼
席
」
の
お

運
び
の
役
目
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
、
三

年
間
の
お
稽
古
の
成

果
が
出
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
お
茶
会
は

幼
稚
園
児
か
ら
大
学

生
ま
で
、
広
い
年
齢

層
と
の
交
流
を
通
し

て
、
お
互
い
を
理
解

し
合
う
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た

今
年
の

テ
ー
マ

は

「
笑
み

。
も
て
な

」

し
の
心
を
学
ぶ
貴
重

な
お
茶
会
で
し
た
。

参
加
者
の
感
想
を
紹

介
し
ま
す
。

大
崎
「
三
年
間
の

締
め
括
り
の
井
茶
会

で
無
事
自
分
の
役
目

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し

た
」小

倉
「
他
校
の
生
徒
と
お
茶
会
に
参
加
で
き
、
多

く
の
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
も

多
い
と
思
い
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
大
人
に
な
っ
て
も

続
け
て
い
き
た
い
で
す

」。

柳
井
谷
「
お
運
び
は
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
テ
ー
マ

が
『
笑
み
』
と
い
う
こ
と
で
相
手
の
こ
と
を
少
し
で

も
考
え
る
よ
う
に
し
て
笑
顔
で
出
来
て
良
か
っ
た
で

す
。
周
り
を
ち
ゃ
ん
と
気
遣
っ
て
行
動
す
る
こ
と。」

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
学
べ
た
と
思
い
ま
す
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８月の主な行事

２
日
（
水
）

中
学
生
体
験
講
座

３
日
（
木
）

夏
季
課
外
前
期
終
了
（
三
年
）

９
日
（
水
）

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

２
１
日
（
月
）
～
２
８
日
（
月
）

夏
季
課
外
後
期

（

）

（

）

２
６
日

日

模
試

２
・
３
年

お
知
ら
せ

校
舎
の

が
七
月
二
十
四
日

耐
震
工
事

（
月
）
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
、
正
門
や
二

年
生
出
入
口
等
が
閉
鎖
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
い
っ
ぱ
い
か
か
り
ま
す
。

「 」写真からみた鹿屋高校 今・昔

第
一
回
学
校
評
議
員
会

演
劇
部
の
大
先
輩
来
校

☆

茶
道
へ
の
誘
い

昭 年 月 新館落成33 11

現在の第１棟正面
―全国大会の懸垂幕―


